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会社概要
会社名　　インフォテリア株式会社 
主な事業　ソフトウェア製品の開発・販売（受託開発ゼロ） 
設立　　　1998年9月 
上場年月　2007年6月（東証マザーズ：3853） 
代表者名　代表取締役 執行役員社長 平野 洋一郎 
決算期　　3月 
資本金　　11億3,846万円 
所在地　　東京都品川区大井１丁目47番１号 
グループ会社　海外５社　米国カリフォルニア州、中国上海市、 
　　　　　　　中国杭州市、香港、シンガポール 
従業員数　71名（連結）  - 2016年9月30日現在 
ビジョン　組織を越えたコンピューティングを実現するソフトウェアを 
               開発し世界規模で提供する 
企業理念　発想と挑戦／世界的視野／幸せの連鎖
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決算ハイライト 
2017年3月期 第２四半期決算 
（国際会計基準 = IFRS） 
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表示桁以下は四捨五入
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（単位：百万円）

61

✓売上：前年同期比8.7%増 
✓営業利益：前年同期比97. 7%増（約２倍） 
✓税引前利益：前年同期比124.1%増（２倍超）
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増収・増益好決算の要因

サポート売上増が最も貢献 
（売上増の62%）

売上高
３つの売上区分全てが増加

利益
売上増がそのまま利益増に貢献 
（当社収益モデルの特徴）

利益に影響を与える特殊要因なし

✓売上高　：上半期として過去最高 
✓営業利益：上半期として過去最高
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・ライセンス売上が前年同期比で101.7%。 
・ASTERIAの導入社数は、5,788社に伸長。

・サポート売上が前年同期比で111.5%。

売上区分別状況

ライセンス

サポート

■　当社の売上は３つの区分で構成されています

＜フロー型売上＞使用権を販売。一回だけの売上。 
主にASTERIAのライセンス販売の対価。

＜ストック型売上＞保守の対価として継続的売上。 
主にASTERIAのライセンスに付帯する保守の対価。

・サービス売上が前年同期比で115.5%。 
・Handbookの導入件数は、1,138件に伸長。

サービス
＜ストック型売上＞従量課金で提供する継続的売上。 
主にHandbookの使用料。サブスクリプション含む。

＜ストック型売上＞
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■ 中期経営計画の重要指標であるストック型売上（継続的売上）の増加に貢献

導入社数増加を背景にサポート売上が大幅増加

2016年3月期 
第2四半期

2014年3月期 
第2四半期

2015年3月期 
第2四半期

2017年3月期 
第2四半期

サポート
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決算概要 
2017年3月期 第２四半期決算 
（国際会計基準 = IFRS）
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■　売上高は前期比108.7%、売上総利益は前期比112.8%。

2014年3月期 
第2四半期 

(日本基準連結)

2015年3月期 
第2四半期 
(日本基準連結)

2016年3月期 
第2四半期 
(IFRS)

2017年3月期  
第2四半期 
(IFRS)

前年同期比

売上高 766 690 714 776 108.7%

売上総利益 652 571 595 671 112.8%

販売管理費 523 532 527 539 102.3%

営業利益 129 38 66 131 197.7%

税引前利益 131 26 61 136 224.1%

当期純利益 58 ▲10 ▲0 88 （黒字転換）

損益計算書

（単位：百万円）
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■　当期純利益は88百万円となり黒字転換。（IFRS）
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売上高の内訳と推移

0

100

200

300

400

500

600

700

800

261
256

142
123

373335

サポート
サービス
ライセンス

■ ストックビジネスは、66%超を占める。 
■ サービス売上は大幅伸張し、18%を超えるまでに成長。
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人件費
研究開発費
広宣・販促費
その他

■ 広宣・販促費が前年同期比で減少。
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構成比

38.1%
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45.4%
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523 532 527

販売管理費の内訳と推移

539

2016年3月期 
第2四半期

2014年3月期 
第2四半期

2015年3月期 
第2四半期

2017年3月期 
第2四半期

IFRS日本基準

■ 販売管理費は前年同期比で約2%増加。

6.5%
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営業利益/税引前利益/当期利益
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営業利益 税引前利益 当期利益

持分法投資損益: 10 金融利益・費用:5

法人所得税費用: 48

■ IFRSで前期は0百万円の当期損失、今期は88百万円の当期利益。

131 136 

88
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各指標の推移（前年同期比）
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財政状態計算書
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2016年 
3月31日

2016年 
9月30日 増減

現預金等 2,344 2,247 ▲97
営業債権 191 144 ▲47
その他流動資産 22 40 18
有形固定資産 13 9 ▲4
無形資産 142 135 ▲7
投資等その他 679 986 307
資産合計 3,390 3,561 170
借入金 167 167 0
営業債務 69 59 ▲9
未払法人所得税等 82 52 ▲30
その他流動負債 357 436 80
長期借入金 67 33 ▲33
その他非流動負債 8 63 55
負債合計 749 811 62
株主資本 2,683 2,725 42
その他資本の構成要素 ▲41 25 66
純資産合計 2,641 2,750 108

その他 
流動資産

資産の部

有形 
固定資産

負債/純資産の部

現預金等

営業債権

無形資産

投資等その他

借入金
未払法人所得税等

その他流動負債

株主資本

IFRS 
（単位：百万円）

■ 積極的投資に耐える、健全な財務体制。（自己資本比率77%）

資	  
産	  
の	  
部

負	  
債	  
の	  
部

純	  
資	  
産	  
の	  
部

長期借入金

その他非流動負債

その他資本の構成要素

営業債務
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2016年3月期 
第2四半期（IFRS）

2017年3月期 
第2四半期（IFRS）

営業活動による 
キャッシュ・フロー 122 164
投資活動による 
キャッシュ・フロー ▲308 ▲177
財務活動による 
キャッシュ・フロー ▲77 ▲68
現金及び現金同等物の 
期末残高 1,671 1,747

（単位：百万円）

■ 営業活動によるキャシュ・フローは増加。

キャッシュ・フロー計算書




